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調査・報告

はじめに
国内における甘味（砂糖、異性化糖、加糖調製品（注））

全体の需要量は「砂糖及び異性化糖の需給見通し（農

林水産省）」、によると、減少傾向で推移している。

甘味の種類ごとに状況を見てみると、砂糖は消費

者の低甘味嗜好や加糖調製品の増加などを理由に需

要量の減少が続いているが、加糖調製品は砂糖に対

する価格優位性などを理由に輸入量は増加傾向で推

移してきた。

こうした状況を踏まえ、加糖調製品は、平成29

年11月の「総合的なTPP等関連政策大綱」におけ

る「国産甘味資源作物の安定供給を図るため、改正

糖価調整法に基づき加糖調製品を調整金の対象とす

る」との記載により、平成30年12月30日（TPP11

の発効日）から、砂糖の価格調整制度に基づく調整

金の徴収対象となった。

当機構は、砂糖の価格調整制度の執行機関として、

砂糖および加糖調製品の需給動向を把握するため、

これらの品目のユーザーとなる食品製造事業者やサ

プライヤーとなる精製糖製造事業者、商社などを対

象とした調査を令和３年度から実施している。本稿

では、令和４年度の調査結果について報告する。

（注）�加糖調製品は、砂糖と砂糖以外のココア、粉乳、ソ
ルビトールなどの混合物で、菓子類、パン類、飲料、
調味料、練り製品などに幅広く使用されている。

１  �砂糖および加糖調製品の用途
別消費動向調査の概要

（１）調査実施期間
令和４年４～９月

（２）調査対象者
・�砂糖：ユーザー（食品製造事業者など〈58社〉）、

製糖事業者、流通事業者など

・�加糖調製品：ユーザー（食品製造事業者など〈53

社〉）、加糖調製品輸入者など

令和４年度加糖調製品等の用途別
消費動向に関する調査結果について

特産調整部

【要約】
　機構では、砂糖の価格調整制度の適切な制度運営に資することを目的として、国内の砂糖および加糖調
製品などの用途別消費動向について委託調査を行っている。調査の結果、令和４年度は前年度に引き続き、
砂糖、加糖調製品ともに新型コロナウイルス感染症（COVID-19）による外食需要や業務用需要の低迷お
よび消費者の低甘味嗜

し

好
こう

などの影響により、消費量は減少した。
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（３）調査品目

（４）調査対象期間
令和３年度（令和３年４月～４年３月）

（５）調査項目
・砂糖および加糖調製品の用途別の消費量

・砂糖および加糖調製品の使用用途

・その他

（６）調査手法
①�調査対象者に対する調査票の送付および電話や

対面などによるヒアリング

②�①のヒアリング結果および各種統計資料などに

基づく用途別消費量の推計

（７）その他
本調査における消費量および用途別消費量は、全

数調査に基づく調査結果ではなく調査・分析に基づ

く推計値であることに留意いただきたい。

２　砂糖および加糖調製品の用途
別の消費動向調査の結果

（１）砂糖および加糖調製品の消費量の推移
令和３年度の国内における砂糖および加糖調製品

の消費量は、前年度比1.7％減の233万トンと前年

度をわずかに下回った（表１）。

品目別では、砂糖は同0.7％減の178万トン、加

糖調製品は同4.7％減の56万トンと両品目とも２年

連続の減少となった。

主な減少の要因は、砂糖は引き続きCOVID-19の

影響による外食需要の消失や業務用商品の需要が激

減したことが挙げられる。また、内食機会は増加し

ていたにもかかわらず砂糖の消費は伸びておらず消

費者の低甘味嗜好が進んでいることが考えられる。

加糖調製品については、原料原産地表示を踏まえ穀

粉調製品の分離調達が進んでいるほか、乳調製品も

国内乳原料の在庫が増えていることから国内乳原料

との分離調達により輸入調製品の仕入量が減少して

いる。さらに、加糖調製品そのものの価格高騰もあ

り、ユーザーにとって価格面でのメリットが小さく

なったことも挙げられる。

種類 対象範囲
砂糖 分みつ糖（上白糖、三温糖、中ざら糖、白ざら糖、グラニュー糖、角砂糖、液糖、氷砂糖）※含みつ糖は含まない。

加糖調製品

粉乳調製品

HSコード
1901.90-219
2106.90-282
2106.90-284

ココア調製品

1806.10-110
1806.10-190
1806.20-121
1806.20-129

1806.20-210
1806.20-290
1806.32-212
1806.90-212

加糖あん 2005.40-191
2005.51-191

ソルビトール調製品 2106.90-510
2106.90-590

その他調製品（コーヒー調製品、穀粉調製品、塩調製品他）

2101.11-110
2101.11-190
2008.99-218
2101.20-246
2106.10-219
2106.90-252

2106.90-252
2106.90-281
2106.90-282
1901.20-232
1901.20-235
1901.90-243
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（２）�砂糖および加糖調製品（合計）の用
途別消費量の推移

令和３年度の砂糖および加糖調製品（合計）の消

費量の用途別のシェア（図１）については、菓子・

冷菓で33.8％と最大の仕向け先となっており、清涼

飲料・酒類が18.0％、パンが11.6％と続いている。

用途別では清涼飲料・酒類において、缶コーヒー

における粉乳調製品がオフィス需要の減により消費

量が減少しているほか、糖類ゼロなどの甘味料自体

を使わない商品が増加しており、消費量は前年度比

5.1％減とやや減少した（表２）。

砂糖と加糖調製品の消費量全体におけるシェア

は、砂糖が約76％、加糖調製品が約24％であった

が、用途によりシェアが10％程度の違いがある（図

２）。前述のとおり加糖調製品の分離調達やコスト

上昇による減少を要因として、砂糖のシェアが前年

より１ポイント程度増加した。加糖調製品から砂糖

への切り替えの動きは見られるものの、パッケージ

の切り替えやミックスの手間などの作業性の問題な

どの障害を抱えていることから、切り替えは長期的

な動きではなく相場が落ち着けば加糖調製品への戻

りを予想する意見が多かった。

表１　砂糖および加糖調製品の消費量の推移
（単位：トン、%）

分類
令和元年度 2年度 3年度

消費量 消費量 前年度比 消費量 前年度比

砂糖 1,886,600 1,788,500 ▲ 5.2 1,776,380 ▲ 0.7

加糖調製品 618,300 582,450 ▲ 5.8 555,350 ▲ 4.7

合計 2,504,900 2,370,950 ▲ 5.3 2,331,730 ▲ 1.7

表２　砂糖および加糖調製品（合計）の用途別消費量の推移
（単位：トン、%）

用途
令和元年度 2年度 3年度

消費量 消費量 前年度比 消費量 前年度比

パン 286,730 271,800 ▲ 5.2 270,080 ▲ 0.6

菓子・冷菓 818,340 778,940 ▲ 4.8 787,780 1.1

びん・缶詰・ジャムなど 75,100 72,530 ▲ 3.4 70,010 ▲ 3.5

乳製品 132,270 124,570 ▲ 5.8 114,580 ▲ 8.0

清涼飲料・酒類 466,550 441,200 ▲ 5.4 418,810 ▲ 5.1

調味料・調味食品 166,020 159,240 ▲ 4.1 157,780 ▲ 0.9

漬物・佃煮・水産品など 143,420 139,820 ▲ 2.5 141,260 1.0

その他 416,470 382,850 ▲ 8.1 371,430 ▲ 3.0

合計 2,504,900 2,370,950 ▲ 5.3 2,331,730 ▲ 1.7

パン

11.6%

菓子・冷菓

33.8%

びん・缶詰・ジャムなど

3.0%乳製品

4.9%

清涼飲料・酒類

18.0%

調味料・調

味食品

6.8%

漬物・佃煮・水産品など

6.1%

その他

15.9%

図１　�砂糖および加糖調製品（合計）の消費量
の用途別シェア（令和３年度）
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（３）砂糖の用途別消費量の推移
砂糖の消費量の用途別のシェアについては、菓子・

冷菓で29.2％と最大の仕向け先となっており、清

涼飲料・酒類で20.0％、パンで11.5％と続いてい

る（図３）。この比率は前年度とほぼ同じで傾向に

変化は見られなかった。

令和３年度の砂糖の用途別消費量の推移を見る

と、COVID-19の影響は続いていたものの、一部用

途では前年度から消費量が増加に転じた（表３）。

増加した用途のうち、菓子・冷菓の菓子では、行

動制限の緩和による土産需要や催事需要の高まりに

伴い回復した。チョコレート菓子ではハイカカオ製

品や機能性商品の拡大で砂糖の使用量が減少したも

のの、用途全体では前年度から2.8％増加した。パ

ンでは、巣ごもり生活が続く中での複数個入りのパ

ン需要の増加が要因となり2.9％増加した。

減少した用途のうち、清涼飲料・酒類では、缶

コーヒーが自動販売機の利用機会の減少やオフィス

需要の低迷により苦戦したことなどにより4.7％の

減少、その他では本用途に含まれている家庭用小袋

商品が中食需要の増加や簡便調味料の利用機会の増

加などによる需要の低下が要因となり3.0％減少し

た。

パン

11.5%

菓子・冷菓

29.2%

びん・缶詰・ジャムなど

2.5%
乳製品

4.9%

清涼飲料・酒類

20.0%

調味料・調

味食品

5.5%

漬物・佃煮・水

産品など

6.0%

その他

20.4%

図３　砂糖の消費量の用途別シェア（令和３年度）
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パン

菓子・冷菓

びん・缶詰・ジャムなど

乳製品

清涼飲料・酒類

調味料・調味食品

漬物・佃煮・水産品など

その他

合計

砂糖 加糖調製品

図２　砂糖と加糖調製品の消費量のシェア（令和３年度）
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（４）加糖調製品の用途別消費量の推移
令和３年度の加糖調製品の消費量の用途別のシェ

アについては、菓子・冷菓が48.6％と最大の仕向

け先となっており、パンが11.9%、清涼飲料・酒

類が11.3％と続いている（図４）。図３の砂糖の消

費量の用途別シェアと比べると、菓子・冷菓の割合

が約半分を占めることが大きな特徴となっており、

砂糖でも消費量が多い用途ではあるが、価格面で優

位性のある加糖調製品も多く使用されることを示す

結果となっている。

令和３年度の加糖調製品の用途別消費量の推移を

見ると、砂糖のように増加に転じた用途はなく、す

べての用途で前年度に比べ減少した（表４）。

特に乳製品については、粉乳調製品の原料の価格

高騰や国産の脱脂粉乳の在庫量の増大により分離調

達による国産原料への切り替えが増えたことから消

費量は前年度比21.8％減と大幅に減少した。加糖

調製品全体においては、COVID-19の影響による

生産国の工場の稼働停止、コンテナ不足や航行スケ

ジュールの乱れによる物流面の各所でコストが増加

する要因が発生するなど厳しい状況が続いており、

ユーザーの負担が増加した。

一方、消費量の増加はごく限られた用途で発生し

ており、巣ごもり需要の影響を受け、米菓やスナッ

ク菓子向けの需要が増加する程度にとどまった。

表３　砂糖の用途別消費量の推移
（単位：トン、%）

用途
令和元年度 2年度 3年度

消費量 消費量 前年度比 消費量 前年度比

パン 208,430 198,100 ▲ 5.0 203,780 2.9

菓子・冷菓 535,440 504,040 ▲ 5.9 518,130 2.8

びん・缶詰・ジャムなど 47,100 46,530 ▲ 1.2 44,710 ▲ 3.9

乳製品 90,570 88,770 ▲ 2.0 86,580 ▲ 2.5

清涼飲料・酒類 393,650 373,600 ▲ 5.1 356,110 ▲ 4.7

調味料・調味食品 98,740 98,760 0.0 97,630 ▲ 1.1

漬物・佃煮・水産品など 105,620 104,420 ▲ 1.1 106,360 1.9

その他 407,050 374,280 ▲ 8.1 363,080 ▲ 3.0

合計 1,886,600 1,788,500 ▲ 5.2 1,776,380 ▲ 0.7

パン

11.9%

菓子・冷菓

48.6%

びん・缶詰・ジャムなど

4.6%

乳製品

5.0%

清涼飲料・酒類

11.3%

調味料・

調味食品

10.8%

漬物・佃煮・

水産品など

6.3%

その他

1.5%

図４　加糖調製品の消費量の用途別シェア
（令和３年度）
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（５）加糖調製品の種類別の消費量
加糖調製品は、砂糖と組み合わされる品目の違い

によって、いくつかの種類に分けられる。本稿では、

粉乳調製品、ココア調製品、加糖あん、ソルビトー

ル調製品、その他調製品（主として穀粉調製品、塩

調製品）の５種類で分析を行った。

加糖調製品の種類別の消費量については、粉乳調

製品が最も多くなっている（表５）。清涼飲料・酒

類や菓子・冷菓、乳製品など幅広い用途で使用され

ており、大口ユーザーも多い。しかし、令和２年度

以降はCOVID-19の拡大により消費が大きく減少

しており、３年度はさらに価格高騰による国産の脱

脂粉乳との分離調達による国産原料への切り替えが

増えたことから前年度比12.2％減と消費量はかな

り大きく減少しており、元年度と比較すると20％

以上減少する結果となった。

その他調製品を除き、次に消費量が多いソルビ

トール調製品は、パンや和菓子、洋菓子、グミ、ゼ

リー、煮豆などさまざまなカテゴリーで使用されて

おり、砂糖に対する価格優位性の高さから切り替え

が進み消費量が多い状況にある。また、比較的安価

な商品で使われることが多く、プライベートブラン

ド（PB）商品などで多く使われている。３年度は、

他の加糖調製品と同様に価格が上昇しており消費量

が減少した。

表４　加糖調製品の用途別消費量の推移
（単位：トン、%）

用途
令和元年度 2年度 3年度

消費量 消費量 前年度比 消費量 前年度比

パン 78,300 73,700 ▲ 5.9 66,300 ▲ 10.0

菓子・冷菓 282,900 274,900 ▲ 2.8 269,650 ▲ 1.9

びん・缶詰・ジャムなど 28,000 26,000 ▲ 7.1 25,300 ▲ 2.7

乳製品 41,700 35,800 ▲ 14.1 28,000 ▲ 21.8

清涼飲料・酒類 72,900 67,600 ▲ 7.3 62,700 ▲ 7.2

調味料・調味食品 67,280 60,480 ▲ 10.1 60,150 ▲ 0.5

漬物・佃煮・水産品など 37,800 35,400 ▲ 6.3 34,900 ▲ 1.4

その他 9,420 8,570 ▲ 9.0 8,350 ▲ 2.6

合計 618,300 582,450 ▲ 5.8 555,350 ▲ 4.7

表５　加糖調製品の種類別消費量の推移
（単位：トン、%）

種類
令和元年度 2年度 3年度

消費量 消費量 前年度比 消費量 前年度比

粉乳調製品 193,850 174,600 ▲ 9.9 153,350 ▲ 12.2

ココア調製品 99,550 99,800 0.3 99,650 ▲ 0.2

加糖あん 59,000 57,300 ▲ 2.9 53,700 ▲ 6.3

ソルビトール調製品 117,200 109,600 ▲ 6.5 107,350 ▲ 2.1

その他調製品 148,700 141,150 ▲ 5.1 141,300 0.1

合計 618,300 582,450 ▲ 5.8 555,350 ▲ 4.7
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３　ユーザー調査の結果
主要な調査品目とした砂糖、加糖調製品に加え、

高甘味度甘味料および異性化糖の取扱事業者（延べ

147社。以下「ユーザー」という）から取り扱い品

目や使用用途、仕入価格などの観点からヒアリング

調査を実施したので、その結果を併せて報告する。

なお、今年度の調査から高甘味度甘味料および異

性化糖を調査対象に追加している。

（１）取扱品目別調査品目別のユーザー数
ユーザーを主たる取扱品目別調査品目別で集計し

た結果、各品目を合わせた数では、菓子・冷菓が延

べ58社で最大となった（表６）。

（２）使用用途
各ユーザーにおける使用用途（複数回答可）につ

いては、次の通りとなった。

ア　砂糖
砂糖の用途は「和洋菓子」が22件と最も多く、

次に「パン」の19件、「ビスケット・クッキー」の

12件、「キャンディ類」の８件と続く結果となった

（図５）。なお、その他には、「デザートソース」「冷

凍ケーキ」「総菜」などが含まれている。

砂糖の種類別により細かく用途を見ていくと、グ

ラニュー糖、上白糖、三温糖のいずれも幅広い品目

で使用されており、特にグラニュー糖は「ワイン」「食

酢」を除くすべての品目で使用が見られた。

表６　取扱品目別・調査品目別のユーザー数
（単位：社）

主たる取扱品目 砂糖
ユーザー

加糖調製品
ユーザー

高甘味度甘味料
異性化糖
ユーザー

合計

パン 9 9 6 24
菓子・冷菓 24 21 13 58

びん・缶詰・ジャム類 1 1 1 3
乳製品 11 12 6 29

清涼飲料・酒類 5 3 6 14
調味料・調味食品 2 2 2 6

漬物・佃煮・水産品など 6 5 2 13
合計 58 53 36 147
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図５　砂糖の使用用途（複数回答可）
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イ　加糖調製品
加糖調製品の用途は「パン」の15件が最も多く、

次に「チョコレート」の13件、「アイスクリーム」

の9件が続く結果となった（図６）。なお、その他

には「フィリング」「冷凍ケーキ」などが含まれて

いる。

また、加糖調製品の種類別により細かく用途を見

ていくと、ココア調製品はほぼチョコレートにのみ

使用されているのに対して、ソルビトール調製品や

粉乳調製品は幅広い品目で使用されていた。

ウ　高甘味度甘味料
高甘味度甘味料の用途としては、「清涼飲料」の

22件が最も多く、次に「酒類」「アイスクリーム」

「ヨーグルト」「キャンディ類」「ドライゼリー」の

４件が続く結果となった（図７）。なお、その他に

は「フィリング」「プロテイン」などが含まれている。

また、高甘味度甘味料の種類別により細かく用途

を見ていくと、スクラロースが幅広い品目で使用さ

れていた。
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図６　加糖調製品の使用用途（複数回答可）
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図７　高甘味度甘味料の品目別用途（複数回答可）
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エ　異性化糖
異性化糖の用途としては、「パン」「ビスケット・

クッキー」の８件が最も多く、次に「清涼飲料」の

６件、「アイスクリーム」「ヨーグルト」の４件が続

く結果となった（図８）。なお、その他には「フィ

リング」「冷凍ピザ」などが含まれている。

また、異性化糖の種類別により細かく用途を見て

いくと、ブドウ糖果糖液糖および果糖ブドウ糖液糖

が幅広い品目で使用されていた。

（３）使用目的
各ユーザーにおける使用目的（複数回答可）につ

いては、次の通りとなった。

ア　砂糖
砂糖の使用目的は、「甘味調整」が圧倒的な割合

を占める結果となった（図９）。その他の回答の中

には「食感付与」「風味付与」「焼き色の着色」「シー

ズニング原料の一部」などが見られた。

イ　加糖調製品
加糖調製品の使用目的は、「仕入コストの削減」

が82件と大半を占め、次に「甘味調整」が13件で

あった（図10）。粉乳の安定調達のための利用も多

く、過去に国内乳原料がひっ迫した経験から輸入調

製品を仕入れているケースも見られる。

1

3

2

1

1

1

3

1

1

4

2

3

1

2

4

2

3

1

3

2

1

1

1

2

2

1

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

酒類

パン

アイスクリーム

ヨーグルト

清涼飲料

菓子

ビスケット・クッキー

佃煮

ドライゼリー

米菓

その他

ブドウ糖果糖液糖 果糖ブドウ糖液糖 砂糖混合異性化液糖 （件）

図８　異性化糖の品目別用途（複数回答可）
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図９　砂糖の使用目的（複数回答可）
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ウ　高甘味度甘味料
高甘味度甘味料の使用目的は、「甘味調整」が37

社と最も多く、次に「カロリー抑制」が10件であっ

た（図11）。特に近年は砂糖不使用などの商品が増

えているためと考えられる。

エ　異性化糖
異性化糖の使用目的は、「甘味調整」が27件と最

も多く、次に「作業効率向上」「コスト削減」が2

件と続いた（図12）。なお、「その他」には「固形

分や保水性付与」「品質保持」などが含まれている。
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コスト削減

甘味調整

安定調達

省力化
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図10　加糖調製品の使用目的（複数回答可）
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図11　高甘味度甘味料の使用目的（複数回答可）
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図12　異性化糖の使用目的（複数回答可）
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（４）仕入動向
各ユーザーにおける仕入動向（複数回答可）につ

いては、次の通りとなった。なお、品目により設問

が異なるのでご留意いただきたい。

ア　砂糖
令和３年度の砂糖の仕入量は、「1000t ～2000t

未満」が14社と最も多く、次に「2000t ～5000t

未満」の12社、「200t未満」の11社が続く結果と

なった（図13）。砂糖の種類別には、グラニュー糖、

上白糖および三温糖のいずれも「200t未満」が最

も多い結果となった（図14）。

また、令和２年度からの仕入量の増減については、

グラニュー糖および上白糖は「増加」のユーザーが

多く、三温糖は「減少」のユーザーが多い結果となっ

た（図15）。減少の理由としては、商品の集約や缶

コーヒー需要の減少などが見られた。

このほか、仕入れに関する個別の事例では、加糖

調製品から砂糖に調達を変更した事例として、「原

料原産地表示制度の本格施行への対応として、穀粉

調製品を使用している商品のうち、小麦粉が第一原

料である商品は小麦粉と上白糖の分離調達に切り替

えた」「粉乳調製品の高騰により、一部を国産脱脂

粉乳と国産砂糖に切り替えた」などの回答があった。
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0 2 4 6 8 10 12 14 16（社）

図13　砂糖の仕入規模
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図14　砂糖の種類別仕入規模
（砂糖の種類別の延べ社数）
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イ　加糖調製品
令和３年度の加糖調製品の仕入量は、「200t

未満」が15社、「1000t ～2000t未満」が９社、

「2000t ～5000t未満」が８社、「200t ～500t未

満」「500t ～1000t未満」が６社という結果になっ

た（図16）。加糖調製品の種類別では、ソルビトー

ル調製品は「200t未満」、ココア調製品は「200t

未満」「1000t ～2000t未満」「2000t ～5000t未

満」「5000t ～9000t未満」、粉乳調製品は「200t

～500t未満」「2000t ～5000t未満」、加糖あんは

「500t ～1000t未満」が最も多いという結果となっ

た（図17）。

また、令和２年度からの仕入量の増減については、

いずれの種類においても「減少」が最多であり、こ

れは、前述のとおり原料高騰による影響が大きく、

商品の集約や国産原料での分離調達の対応により減

少するケースが見られた（図18）。

このほか、仕入れに関する個別の事例では、「コ

スト環境が厳しい中で海外産の表示もいとわない」

などの回答もあり、他の資材なども原料コストが上

昇しているなかで配合率の低い加糖調製品はたとえ

海外産でも採用を続けるというケースも散見され

た。
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図16　加糖調製品の仕入規模
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図15　砂糖の種類別仕入量増減比
（対令和２年度）
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ウ　高甘味度甘味料
令和２年度からの仕入量の増減については、ネオ

テーム、アセスルファムＫにおいて「増加」が最も

大きな構成比となった一方で、ステビアは「減少」

が最も大きくなった。「増加」については、オフィ

ス需要の回復でグミやキャンディの売り上げが回復

したほか、プロテインなど市場が活性化しているカ

テゴリーがけん引したと見られる（図19）。
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図17　加糖調製品の種類別仕入規模
（加糖調製品の種類別の延べ社数）
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エ　異性化糖
令和２年度からの仕入量の増減については、果糖

ブドウ糖液糖は「増加」が最も大きな構成比となっ

た一方で、ブドウ糖果糖液糖は「減少」が最も大き

な構成比を占めた。増加については、コロナ禍でも

好調であったハンバーガーチェーン向けのパンの供

給が伸びたといった意見の一方、コンビニエンスス

トアのPBドリンクヨーグルトなどの需要減により

減少したユーザーが見られた（図20）。

（５）価格に対する満足度
砂糖と競合する甘味料について、各ユーザーにおけ

る価格に対する満足度の調査結果は次の通りとなった。

ア　加糖調製品
加糖調製品の価格に対する満足度は、97社中（使

用する加糖調製品の種類による複数回答を含めた延

べの社数）「不満である」が60社と最も多く、「仕

方ない」が25社、「満足している」と「その他」が

6社という結果になった（図21）。

多くのユーザーが、原料価格の高騰が続いている

中での不満や現下の情勢を踏まえると仕方ないと感

じているものと考えられる。

イ　高甘味度甘味料
高甘味度甘味料の価格に対する満足度は、25社

中（使用する高甘味度甘味料の種類による複数回答

を含めた延べの社数）「満足している」が11社と最

も多い結果になった（図22）。「満足している」と

回答した中では、使用量がわずかであるため影響が

少ないといったケースや価格変動が大きくないとい

う回答が見られた。また、「不満である」と回答し

た中では、「原産地の情勢により変動が起こり不満」

との回答が見られた。
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図20　異性化糖の種類別仕入量増減比
（対令和２年度）
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図21　加糖調製品の価格面の満足度
（加糖調製品の種類別の延べ社数）
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図22　高甘味度甘味料の価格面の満足度
（高甘味度甘味料の種類別の延べ社数）
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ウ　異性化糖
異性化糖の価格に対する満足度は、40社中（使

用する異性化糖の種類による複数回答を含めた延べ

の社数）「不満である」が22社と最も多い結果になっ

た（図23）。「不満である」と回答した中では、「令

和２年に引き続き３年時点でも値上がりが続いてお

り、原料環境が厳しい」との回答が見られた。

おわりに
令和３年度を対象とした今回の調査では、砂糖の

用途別消費量については、COVID-19 の行動制限

が緩和されたことによる土産需要などの回復によ

り、菓子など一部の用途で消費量の回復が見られ

た。しかし、清涼飲料では缶コーヒーなどでオフィ

ス需要などの減少が続いていることや、菓子用途で

もチョコレート菓子などにおいてハイカカオ製品や

機能性商品の拡大などといった商品設計により砂糖

の使用量が減少するなど、低甘味嗜好が生じている

と思われる結果が見られた。

加糖調製品の用途別消費量については、砂糖同様

に消費の低迷や低甘味嗜好に加え、加糖調製品価格

の高騰によるコスト増も逆風となり、すべての用途

で前年度と比べ消費量が減少した。特に、乳製品の

用途については、粉乳調製品の価格高騰に加え国産

の脱脂粉乳の在庫量の増加による分離調達の動きが

あったことから大幅に減少した。

本調査の結果、消費量減少の一因として「糖類控

え目」「糖類不使用」「甘くなくておいしい」といっ

た点が消費者への訴求ポイントとして重視され、低

甘味嗜好が進んでいることが伺えた。今後、これら

のマインドを変えるアプローチが砂糖の支持を得る

うえで必要であると考えられる。

最後にお忙しい中、本調査にご協力いただいた企

業の皆さまに、改めて厚く御礼申し上げます。
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図23　異性化糖の価格面の満足度
（異性化糖の種類別の延べ社数）


